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内容：
機械システムを設計する際，破壊や変形に対する材料の強度や

剛性をコンピュータシミュレーションによって解析することが主流と
なっていますが，解析に用いる材料特性を正確に与えなければ，
信頼できる解析結果は期待できません．とくに，材料の力学的特性
は，材料の微視組織に大きく影響を受けることから，相変態やミク
ロ組織形成などのプロセスを解析することが不可欠です．そこで
我々は，材料科学的な立場に基づく様々な理論やモデルを用いた
計算機シミュレーションを行い，材料設計も含めた機械材料の力学
に関わる研究を進めています．左の図 (a), (b) は，フェーズフィー
ルドモデルを用いたデンドライト組織の形成過程と，多結晶組織の
形成過程のシミュレーション結果です．また，図 (c) はセル構造を
モデル化した図であり，多孔体などの解析に応用することができま
す．さらに図 (d) は，分子動力学法によって，圧縮負荷を受ける材
料の結晶粒が微細化していく様子をシミュレートした結果です．こ
のように，材料の力学特性を決定づける微視組織や微視構造に関
する計算機シミュレーションを中心に行っています．このほか，有限
要素法による熱処理過程の変形・残留応力解析も行っています．
アピールポイント：
材料の微視組織変化や相変態に関する様々なシミュレーションを

行うことによって，製品精度の向上に向けたプロセス設計などに応
用することができます．

(a) デンドライト組織
(b) 多結晶組織
(c) セル構造モデル
(d) 結晶粒微細化

(a)

(b)

(c) (d)


	スライド番号 1

